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第11回 ICT教育の理論と方法

発表会②

情報モラルの授業を、教師として形にする

山梨大学 教育学部 准教授
稲垣 俊介
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OVERVIEW 説明

Shunsuke Inagaki

第10回と第11回は発表会です
第10回
情報モラル授業の発表会①

第11回
情報モラル授業の発表会②

今日は、前回の結果を返してから、4名の発表に進みます。
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FLOW 進行

Shunsuke Inagaki

本⽇の流れ
1. 第10回の結果を返す

2. 第10回発表者へのコメントを読む

3. 発表会の見方を確認する

4. 4名の発表を聞く

5. 発表会全体を振り返る

6. 時間があれば、生成AI研修資料を紹介する
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FORM 確認

Shunsuke Inagaki

今⽇はフォームを分けます

n 授業本体フォーム：第10回の振り返り、発表会全体の振り返り

n 発表フィードバックフォーム：発表1件ごとに送信

n 発表者振り返りフォーム：発表者だけが回答

n 生成AI研修資料ミニフォーム：紹介した場合だけ回答

生成AI研修資料を紹介しない場合、ミニフォームは使いません。
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01 DATA データ

Shunsuke Inagaki

第10回の結果から始めます

前回は、情報モラル授業の発表会①でした。

発表を、実際に使える授業として見ることを目指しました。

今日は、その結果を共有します。
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DATA 結果

Shunsuke Inagaki

第10回の回答状況

n 授業本体フォーム 46件

n 発表フィードバック 187件

n 発表者振り返り 4件
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DATA 結果

Shunsuke Inagaki

発表を授業として⾒られたか

n 教材紹介ではなく「授業」として見る 4.63

n 何を考えさせるかを意識して聞く 4.78

n 自分の授業づくりに使える工夫を見つける 4.83

n 最終レポートに活かせる視点を得る 4.37

n まだよくわからない点が残った 2.70
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DATA 結果

Shunsuke Inagaki

発表はどう⾒られたか

n 情報モラルの授業として、ねらいが伝わった 4.42

n 学校種・教科の特性が生かされていた 4.76

n 生徒が何をする授業なのかがわかった 4.66

n 生徒に考えさせる問いや場面があった 4.75

n 50分授業として実施するイメージが持てた 4.66
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INSIGHT 分析

Shunsuke Inagaki

第10回で⾒えたこと
n 情報モラルの何を考えさせるか

n 教科の特性をどう生かすか

n 生徒が何を書く、話す、考えるか

n 50分授業としてどう流れるか

n スライドは見やすいか

ここがよく見られていました。
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CHECKPOINT 確認

Shunsuke Inagaki

課題の解釈を確認します

情報モラルを中心にした授業でもよい。
教科内容の中に情報モラルを入れる授業でもよい。
ただし、どちらの場合も、自分の希望する学校種・教科の中で扱いま
す。

大切なのは、その教科で、生徒に情報モラルの何を考えさせるかです。
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VOICE 声

Shunsuke Inagaki

第10回の声から

ここから、学生の自由記述を紹介します。

原文のまま読みます。
特に注目したい箇所を強調しています。
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VOICE 声

Shunsuke Inagaki

情報モラルは、判断する授業

情報モラルの授業では、危険性だけを伝えるのではなく、生徒自
身が判断する力を育てることが大切だと感じた。また、同じ内容
でも問いや事例の選び方によって生徒の考え方は大きく変わるた
め、授業づくりには教師の意図が強く表れると思った。第1回で考
えた「生徒が自分で考えられるように支える教師」という教師像と
もつながり、生徒に答えを与えるだけでなく考えるきっかけを作
れる教員になりたいと感じた。
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VOICE 声

Shunsuke Inagaki

教科によって⼊り⼝が変わる

教科は違っていても、情報モラルという同じ単元を扱っていたに
もかかわらず、発表者ごとに伝えたい内容や重視している視点が
異なっていた。そのため、授業づくりにおいては、まず教師自身が
「生徒に何を伝えたいのか」「授業を通して何を学んでほしいのか」
を明確にすることが重要だと感じました。
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VOICE 声

Shunsuke Inagaki

発表を聞くことは、⾃分の授業を⾒直すこと

4人ともAIのアプローチの方法や学ばせたいことが全然違ってい
て聞いていて面白く感じました。はじめは、他の人の模擬授業を聞
く時間の必要性をあまり感じなかったのですがAIの使い方の考え
方の違いや工夫にふれ自分で作成したスライドを見直したいと感
じた。
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VOICE 声

Shunsuke Inagaki

発表者へのフィードバック

第10回の4名には、たくさんの具体的なコメントが寄せられま
した。

ここでは、発表者ごとに、紹介します。

15



PRESENTATION コメント

Shunsuke Inagaki

_______さんへのコメント
情報源を記録する授業設計

授業の問題提起に対して1人で調べる際にはインターネットを使
用しても良いが、どのサイトを用いたのかを授業プリントに明記す
る。ICTの使用は条件付きで活用し、1人で調べる時間を設け自
分の力で情報を集め、考える機会を作っていた。
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PRESENTATION コメント

Shunsuke Inagaki

_______さんへのコメント
国語から情報モラルへつなげる

走れメロスという多くの生徒が知っている教材を扱っていたため、
内容をイメージしながら情報モラルについて考えやすいと感じた。
また、国語教材と情報モラルを結び付けようとしていた点は興味
深かった。
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PRESENTATION コメント

Shunsuke Inagaki

_______さんへのコメント
身近な事例で考えさせる

SNSでの発信はどこまで自由なのかという問いが明確で、生徒
が考える方向性をつかみやすい授業だと感じた。また、友人の写
真投稿や口コミ、災害時のデマ情報など具体例が多く、身近な問
題として考えやすかった。
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PRESENTATION コメント

Shunsuke Inagaki

_______さんへのコメント
英語と生成AI・翻訳をつなげる

同じ文章でも翻訳の仕方が変わることを実際に比較しながら説
明していたため、AI翻訳の特徴が分かりやすかった。また、「なぜ
訳が変わるのか」という問いがあり、単に翻訳機能を使うだけで
なく、AIとのやり取りの仕方について考えられる内容になってい
たと思う。
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CHECKPOINT 確認

Shunsuke Inagaki

今⽇の発表で意識してほしいこと

l 最初に、ねらいを見せる
l 生徒が何をするかを見せる
l 問いを見せる
l 考える時間を見せる
l 50分授業の流れを見せる
l スライドを見やすくする

今日も、発表は「授業」として行います。
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FORM 入力

Shunsuke Inagaki

授業本体フォーム Q3
Q3 第10回の結果や学生の声を見て、印象に残ったこと、または

考えたことを書いてください。

まず一人で書きます。その後、近くの人と短く共有します。
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CHECKPOINT 観点

Shunsuke Inagaki

発表は、授業として⾒ます
n 情報モラルの何を考えさせる授業か

n 対象の学校種・教科らしさがあるか

n 生徒は何を書く、話す、考えるのか

n 50分授業として使えそうか

n スライドは見やすいか
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PRESENTATION 発表

Shunsuke Inagaki

1⼈10分以内です

発表 8〜9分
入れ替え・コメント・フォーム 1〜2分

発表は、紹介ではなく授業として行います。

聴く人は、発表1件ごとにフィードバックを書きます。
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PRESENTATION 発表

Shunsuke Inagaki

6⽉29⽇の発表者
n _______さん（ _______ ）
n _______さん（ _______ ）

n _______さん（ _______ ）
n _______さん（ _______ ）

発表は1人10分以内です。
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FORM 入力

Shunsuke Inagaki

発表1件ごとに送信します

発表者を選ぶ
良かった点を1つ書く
さらによくするための問い・提案を1つ書く
自分の授業づくりに取り入れたい点を書く

今日発表した人を選んでください。
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FORM 入力

Shunsuke Inagaki

授業本体フォーム Q4・Q5
Q4 今日の情報モラル授業の発表を見て、授業づくりで大切だと思った

ことを1つ書いてください。

Q5 自分の授業づくりや最終レポートに取り入れたいと思った工夫を1
つ書いてください。

のちに発表会全体を振り返ります。
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FORM 入力

Shunsuke Inagaki

発表者振り返りフォーム
発表した人だけ回答します。

書くこと
一番考えさせたかったこと
うまくいったこと
改善したいこと
最終レポートにどう活かすか
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NEXT 次回

Shunsuke Inagaki

次回以降の予定

第12回 レポート作成日：各々学習してください。

第13回 レポート作成日：各々学習してください。

第14回 最後の授業：レポート作成へのヒントを話します。
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SUMMARY まとめ

Shunsuke Inagaki

今⽇のまとめ
情報モラルの授業は、注意事項を伝えるだけではありません。

生徒に、どの場面で、何を考えさせるか。
教師が、どのような判断を授業に埋め込むか。

発表は、その判断を見える形にする時間です。
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